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国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
つ

、
し

て

岩
　
　
田

勝
　
　
雄

も
一二三四五六
　
く
　
　
　
じ

は
　
じ
　
め
　
に

国
際
経
済
論
・
外
国
貿
易
論
に
お
け
る
国
際
価
値
論
の
位
置
づ
げ

価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ｉ
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て

世
界
的
労
働

国
際
的
搾
取
に
つ
い
て

お
　
わ
　
り
　
に

は

じ

め

に

　
一
九
七
七
年
中
ご
ろ
よ
り
急
速
に
進
行
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
円
高
」
は
、
日
本
資
本
主
義
を
取
り
巻
く
国
際
的
経
済
関
係
を
、

と
り
わ
げ
外
国
貿
易
環
境
を
変
え
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。
輸
出
貿
易
は
大
部
分
を
ド
ル
建
価
格
で
設
定
し
て
い
る
た
め
に
、
「
円
高
」

は
、
輸
出
商
品
価
格
を
大
幅
に
引
き
上
げ
な
い
か
ぎ
り
、
資
本
に
と
っ
て
の
利
潤
量
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
。
一
方
の
輸
入
は
、

ド
ル
建
価
格
が
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
価
格
変
動
は
輸
出
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
　
「
円
高
」
は
外
国
為
替
相
場
の
変
動
に
よ
っ
て
、



目
本
の
輸
出
商
品
の
価
格
変
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事
態
と
い
え
る
。

　
戦
後
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
下
に
お
げ
る
固
定
レ
ー
ト
、
あ
る
い
は
今
目
の
変
動
レ
ー
ト
の
下
で
も
、
外
国
為
替
相
場
が
国
際
価
格
を
規

制
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
外
国
為
替
相
場
が
金
と
の
関
係
に
背
離
し
て
運
動
し
て
い
る
が
た
め
の
現
象
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
各
国
の
通
貨
価
値
と
金
と
の
背
離
が
、
そ
し
て
通
貨
問
の
価
値
の
背
離
が
あ
る
た
め
の
現
象
で
あ
っ
て
、
瞬
問
的
た
支
払

差
額
を
変
動
要
因
と
し
て
の
外
国
為
替
相
場
が
今
日
の
特
徴
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
国
際
価
値
論
に
お
け
る
国
際
価
値
を
規
定
す
る
二
っ
の
作
用
要
因
は
、
各
国
民
経
済
で
の
労
働
の
強
度
と
労
働
の
生
産
力
が
あ
げ

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
日
の
「
円
高
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
た
国
際
的
商
品
交
換
の
実
態
は
、
労
働
の
強
度
と
労
働
の
生
産
力
の

国
民
的
相
違
と
い
う
国
際
価
値
を
規
定
す
る
要
因
か
ら
で
は
十
分
説
明
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
ヵ

を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
ド
ル
支
配
体
制
の
下
で
の
強
制
的
為
替
相
場
決
定
に
よ
っ
て
、
国
際
価
格
の
変
動
を
余
儀
た
く
す
る
、
い

わ
ば
国
際
価
値
破
壌
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
国
際
価
値
論
研
究
で
は
、
不
換
紙
幣
下
の
国
際
価

格
現
象
を
理
論
的
に
展
開
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
国
際
価
値
法
則
は
、
国
際
的
商
品
交
換
に
お
げ
る
価
値
法
則
の
作
用
形
態
を
明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
そ
の
課
題
を
も
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
か
し
国
際
価
値
論
争
は
、
価
値
法
則
が
世
界
市
場
で
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
と
い
う
具
体
的
た
解
明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に

中
断
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
論
争
も
最
も
抽
象
レ
ベ
ル
で
あ
る
「
価
値
論
」
の
段
階
あ
る
い
は
『
資
本
論
』
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
国
際
価
値
論
は
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ
ソ
に
側
し
て
い
う
な
ら
ば
、
後
半
体
系
の
課
題
で
あ
り
、
具
体
的
た
国
際

的
経
済
関
係
、
世
界
市
場
を
前
提
と
し
た
国
際
的
商
品
交
換
を
揚
制
す
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
の
国
際
価
値
論
研
究
は
、
『
資

　
　
　
国
際
価
直
論
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諸
論
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い
て
（
岩
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立
命
館
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学
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第
六
号
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六
〇
（
九
七
八
）

本
論
』
段
階
で
の
解
釈
と
、
そ
の
国
際
的
経
済
関
係
へ
の
拡
張
、
あ
る
い
は
マ
ル
ク
ス
↓
リ
カ
ァ
ー
ド
と
結
び
つ
げ
て
国
際
価
値
論

を
展
開
す
る
か
の
大
き
く
二
っ
に
分
げ
ら
れ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
第
一
の
『
資
本
論
』
段
階
で
の
解
釈
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
第
一
巻
第
六
編
第
二
〇
章
「
労
賃
の
国
民
的
相
違
」
の
字
義
解
釈
を
中
心
と
し
た
研
究
で
あ
る
。
第
二
は
「
労
賃
の
国
民
的

相
違
」
の
命
題
を
い
か
に
国
際
的
経
済
関
係
に
発
展
さ
せ
る
か
に
中
心
を
お
く
考
え
方
で
、
そ
れ
は
労
働
の
生
産
力
の
相
違
を
、
リ

カ
ァ
ー
ド
比
較
生
産
費
説
を
足
場
に
し
て
、
国
際
価
値
論
の
具
体
的
展
開
を
試
み
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
り
、
国
際
価
値
論
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

主
流
的
見
解
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
の
リ
カ
ァ
ー
ド
比
較
生
産
費
説
と
結
び
っ
げ
る
見
解
は
周
知
の
よ
う
に
故
名
和
統
一
氏
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
考
え
方
で
・

名
和
氏
は
「
藷
産
業
一
説
を
打
ち
出
し
て
国
際
価
値
論
の
目
一
体
的
展
開
を
試
み
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
一
樽
・
）
名
和
氏
へ
見
解
が

出
さ
れ
て
以
降
い
わ
ゆ
る
国
際
価
値
論
争
が
巻
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
論
争
に
参
加
し
た
多
く
の
論
者
は
、
名
和
理
論
の
欠

陥
を
補
い
っ
っ
国
際
価
値
論
の
体
系
化
を
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
リ
ヵ
ア
ー
ド
的
解
釈
に
依
拠
す
る
か
ぎ
り
、
む
し
ろ

名
和
理
論
の
領
域
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
結
果
的
に
は
「
基
軸
産
業
」
説
を
補
完
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

　
　
　
　
（
４
）

に
思
わ
れ
る
。

　
国
際
価
値
論
は
、
国
際
的
経
済
諸
関
係
を
明
き
ら
か
に
す
る
基
礎
理
論
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
国
際
経
済
論
研
究
に
携
わ
る
者
は

一
度
は
通
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
関
門
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
従
来
の
国
際
価
値
論
争
が
、
現
実
の
国
際
経
済
に
起
こ
っ
て
い
る

諾
現
象
と
あ
ま
り
に
も
か
げ
離
れ
て
い
る
が
た
め
に
、
国
際
価
値
論
研
究
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
た
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
一
か
。
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
国
際
経
済
論
な
い
し
は
外
国
貿
易
論
は
、
後
半
体
系
の
課
題
で
あ
り
、
　
『
資
本
論
』
段
階
と
は
異
な
っ
た
具
体
的
な
国
際
経
済
諾



関
係
、
世
界
市
場
を
前
提
に
し
て
理
論
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
価
値
論
は
、
後
半
体
系
に
お
げ
る
最
も
重
要
な
基
礎

理
論
の
一
つ
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
国
民
経
済
に
お
げ
る
価
値
観
定
を
前
提
に
し
て
、
世
界
市
場
に
お
い
て
は
、
国
民
経
済
の
価

値
規
定
と
は
異
な
っ
た
価
値
観
定
が
、
す
な
わ
ち
国
際
価
値
挽
定
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
、
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ

と
い
う
言
葉
で
間
題
を
提
起
し
た
。
国
際
価
値
論
は
、
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
を
国
際
的
経
済
関
係
に
－
適
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
外
国
貿
易
の
必
然
性
、
国
際
分
業
、
国
際
収
支
な
ど
の
具
体
的
な
現
象
を
明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。　

本
稿
で
は
、
従
来
の
国
際
価
値
論
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
改
め
て
マ
ル
ク
ス
の
「
労
賃
の
国
民
的
相
違
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
命

題
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
、
そ
し
て
国
際
価
値
論
は
後
半
体
系
に
ど
の
よ
う
に
－
位
置
づ
げ
る
べ
き
な
の
か
を
考
え
、
あ

わ
せ
て
若
干
の
問
題
提
起
を
し
た
い
と
思
う
。

　
　
（
１
）
国
際
価
値
論
争
の
整
理
紹
介
は
次
を
参
照
。
木
下
悦
二
編
『
論
争
・
国
際
価
値
論
』
弘
文
堂
、
一
九
六
〇
年
。

　
　
　
　
　
木
下
悦
二
「
国
際
価
値
論
争
」
佐
藤
、
岡
崎
他
編
『
資
本
論
を
学
ぶ
皿
』
所
収
、
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
。

　
　
　
　
　
吉
信
　
粛
『
貿
易
論
講
義
』
玄
文
杜
、
一
九
七
五
年
、
一
九
〇
～
二
〇
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
行
沢
健
三
氏
、
木
原
行
雄
氏
な
ど
の
見
解
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
次
を
参
照
。

　
　
　
　
　
行
沢
健
三
『
国
際
経
済
学
序
説
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五
七
年
。

　
　
　
　
　
同
『
国
際
経
済
学
要
論
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
七
年
。

　
　
　
　
　
木
原
行
雄
「
輸
出
に
よ
る
超
過
利
潤
の
本
質
（
１
）
～
（
５
）
」
『
東
京
経
大
学
会
雑
誌
』
一
九
六
五
～
一
九
七
八
年
。

　
　
（
３
）
名
和
統
一
『
国
際
価
値
論
研
究
』
日
本
評
論
杜
、
一
九
四
九
年
。

　
　
（
４
）
　
北
田
芳
治
「
『
国
際
価
値
論
』
の
批
判
的
研
究
」
　
『
産
業
貿
易
研
究
』
第
二
九
号
所
収
、
を
参
照
。

国
際
価
直
論
の
諸
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）

六
一
（
九
七
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）

六
二
（
九
八
○
）

二
　
国
際
経
済
論
・
外
国
貿
易
論
に
お
げ
る
国
際
価
値
論
の
位
置
づ
げ

　
マ
ル
ク
ス
は
、
国
際
経
済
論
た
い
し
外
国
貿
易
論
に
関
し
て
は
ま
と
ま
っ
た
叙
述
を
ほ
と
ん
ど
残
し
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
国
際

価
値
論
に
っ
い
て
は
、
　
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
六
編
第
二
〇
章
「
労
賃
の
国
民
的
相
違
」
に
お
げ
る
叙
述
が
す
べ
て
と
い
え
る
ほ
ど

で
あ
っ
て
、
　
『
資
本
論
』
以
外
に
も
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
　
『
資
本
論
』
に
残
さ
れ
て
い
る
数
か
所
の
国
際
経
済
な
い
し

外
国
貿
易
に
関
す
る
叙
述
は
、
後
半
体
系
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
貴
重
な
示
唆
で
あ
り
、
そ
の
叙
述
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て

後
半
体
系
を
研
究
す
る
論
者
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
こ
で
『
資
本
論
』
の
「
労
賃
の
国
民
的
相
違
」
で
の
国
際
価
値
論
に
関
す
る
理
論
的
示
唆
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
国
際
価
値
論
は
、

国
際
経
済
論
あ
る
い
は
外
国
貿
易
論
体
系
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
げ
る
べ
き
な
の
か
を
考
え
た
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
、
経
済
学
批
判
体
系
の
構
想
を
『
経
済
学
批
判
』
序
言
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
私
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
経
済
の
体
制
を
次
の
順
序
で
考
察
す
る
。
資
本
、
土
地
所
有
、
賃
労
働
、
そ
れ
か
ら
国
家
、
外
国
貿
易
、

世
界
市
場
。
こ
の
は
じ
め
の
三
っ
の
項
目
で
は
、
私
は
近
代
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
が
分
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
三
大
階
級
の
経
済
的
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

条
件
を
研
究
す
る
、
他
の
三
つ
の
項
目
の
関
連
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
」

　
こ
の
『
経
済
学
批
判
』
序
言
で
記
さ
れ
た
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ
ソ
は
、
資
本
、
土
地
所
有
、
賃
労
働
の
前
半
体
系
と
、
国
家
、

外
国
貿
易
、
世
界
市
場
の
後
半
体
系
に
区
分
さ
れ
る
。
後
半
体
系
三
項
目
に
関
し
て
は
、
　
『
経
済
学
批
判
序
説
』
の
第
三
部
「
経
済

学
の
方
法
」
で
さ
ら
に
細
項
目
化
し
て
述
べ
て
い
る
。

　
「
（
３
）
国
家
の
形
態
で
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
の
総
括
。
そ
れ
自
体
と
の
関
係
で
の
考
察
。
　
『
不
生
産
的
』
諸
階
級
。
租
税
。
国
債
。



公
信
用
。
人
口
。
植
民
地
。
移
住
。
　
（
４
）
生
産
の
国
際
的
関
係
。
国
際
的
分
業
。
国
際
的
交
換
。
輸
出
入
。
為
替
相
場
。
　
（
５
）

　
　
　
　
　
　
（
２
）

世
界
市
場
と
恐
慌
。
」

　
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
後
者
の
プ
ラ
ソ
に
よ
れ
ば
、
　
『
経
済
学
批
判
』
序
言
で
の
「
外
国
貿
易
」
範
晴
が
、
「
（
４
）
生
産
の
国
際
的
関

係
」
以
下
の
項
目
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
生
産
の
国
際
的
関
係
」
以
下
が
、
国
際
経
済
論
な
い
し
は
外
国
貿
易
論
の
具

体
的
項
目
と
考
え
ら
れ
る
。

　
後
半
体
系
の
研
究
に
と
っ
て
、
外
国
貿
易
論
を
具
体
的
に
展
開
す
る
以
前
に
、
後
半
体
系
の
第
一
項
目
で
あ
る
「
国
家
」
範
曉
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
げ
る
の
か
が
、
最
も
難
解
な
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
多
く
の
論
争
も
ま
た
生
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
「
国
家
の
形
態
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
の
総
括
」
を
経
済
学
批
判
全
体
系
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
げ
、
そ
し
て
「
外
国
貿

易
」
範
曉
に
ど
の
よ
う
な
媒
介
項
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

　
前
半
体
系
で
あ
る
資
本
、
土
地
所
有
、
賃
労
働
は
、
後
半
体
系
を
前
提
と
し
な
が
ら
資
本
制
生
産
様
式
の
抽
象
的
・
一
般
的
法
則

の
解
明
を
課
題
と
し
て
お
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
の
内
部
的
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
資
本
一
般
」
の
展
開
の
中

で
、
前
半
体
系
を
不
十
分
た
が
ら
明
き
ら
か
に
し
た
『
資
本
論
』
で
は
、
そ
の
論
理
は
、
単
一
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
あ
る
い
は
単
一
世

界
市
場
を
想
定
し
た
「
観
念
的
平
均
に
お
げ
る
叙
述
」
が
た
さ
れ
て
い
る
。
後
半
体
系
は
、
前
半
体
系
に
お
い
て
捨
象
さ
れ
て
い
る

問
題
を
対
象
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
観
念
的
平
均
に
お
け
る
」
単
一
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
あ
る
い
は
単
一
世
界
市
場
が
対
象

な
の
で
は
な
く
、
よ
り
具
体
的
、
現
実
的
た
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
１
－
国
民
経
済
、
世
界
市
場
を
対
象
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
前
半
体
系

と
後
半
体
系
に
は
自
づ
か
ら
論
理
次
元
の
差
異
が
あ
り
、
後
半
体
系
の
第
一
項
目
で
あ
る
「
国
家
」
範
曉
は
、
そ
れ
を
最
も
明
確
に

示
す
項
目
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
国
際
価
値
論
の
諾
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
九
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
九
八
二
）

　
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
が
「
国
家
形
態
」
を
ま
と
う
こ
と
は
、
同
時
に
一
つ
の
資
本
制
再
生
産
構
造
を
有
す
る
国
民
経
済
と
し
て
成
立

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
一
つ
の
国
民
的
経
済
領
域
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
国
民
経
済
に
独
自
の
特
徴
を
有
す
る
経
済

的
指
標
を
も
っ
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
例
え
ぱ
、
国
民
的
価
値
、
国
民
的
労
働
、
国
民
的
労
働
強
度
、
国
民
的
労
働
生
産
性
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

民
的
通
貨
、
国
民
的
労
働
日
、
国
民
的
剰
余
価
値
率
、
国
民
的
労
賃
、
国
民
的
資
本
構
成
、
国
民
的
利
潤
率
、
国
民
的
利
子
率
等
々

と
し
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
資
本
論
』
段
階
で
の
国
民
的
価
値
と
異
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
的
価
値
、
ド
イ
ツ
の
国
民
的
価
値

と
い
っ
た
具
体
的
な
特
徴
で
あ
る
。

　
「
国
家
」
範
曉
が
、
国
民
経
済
領
域
を
設
定
す
る
論
理
を
明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
国
民
経
済
領
域
を
越
え
て

の
国
民
経
済
問
の
国
際
的
経
済
関
係
を
、
す
な
わ
ち
国
際
的
分
業
、
国
際
的
商
品
交
換
、
為
替
相
場
等
の
関
係
を
成
立
さ
せ
る
論
理

を
明
き
ら
か
に
す
る
。

　
「
外
国
貿
易
」
範
晴
に
お
い
て
は
、
　
「
国
家
」
範
曉
で
各
国
民
経
済
が
個
々
バ
ラ
バ
ラ
な
国
民
経
済
領
域
を
設
定
す
る
こ
と
に
意

義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
国
民
経
済
間
の
国
際
的
経
済
関
係
が
分
析
の
対
象
と
汰
る
。
国
民
経
済
問
の
国
際
的
関
係

は
、
　
「
国
際
的
分
業
」
、
「
国
際
的
交
換
」
、
「
輸
出
入
」
、
「
為
替
相
場
」
と
い
っ
た
諸
側
面
、
諸
局
面
、
す
な
わ
ち
「
生
産
の
国
際
的

関
係
」
が
そ
の
対
象
と
な
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
交
易
諸
関
係
の
世
界
市
場
に
お
げ
る
拡
大
再
生
産
が
対
象
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
を
貫
く
論
理
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
資
本
の
運
動
の
中
に
見
出
さ
ね
ぽ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
　
「
資

本
一
般
」
あ
る
い
は
『
資
本
論
』
の
諸
規
定
、
諾
命
題
を
そ
の
ま
ま
展
開
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
資
本
の
論
理
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

で
、
後
半
体
系
固
有
の
、
　
「
外
国
貿
易
」
範
曉
固
有
の
課
題
を
展
開
す
る
こ
と
で
た
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。

　
か
く
し
て
「
外
国
貿
易
」
範
曉
の
細
項
目
は
次
の
よ
う
に
位
置
づ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
「
生
産
の
国
際
的
関
係
」
は
、

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■



各
国
民
経
済
の
国
際
的
経
済
諸
関
係
を
示
す
。
そ
れ
は
各
国
民
経
済
は
、
国
境
を
設
定
し
、
一
っ
の
資
本
制
再
生
産
構
造
を
有
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
各
国
民
経
済
が
個
々
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
明
き
ら
か
に
す
る
。
国
民
的
領
域
の
広
狭
、
人
口
等
の
歴
史
的
条

件
、
地
勢
、
位
置
、
気
侯
等
の
自
然
的
条
件
、
そ
し
て
資
本
制
生
産
様
式
の
発
展
度
合
等
々
が
、
そ
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
「
生
産
の
国
際
的
関
係
」
は
、
　
「
国
際
的
分
業
」
、
「
国
際
的
交
換
」
、
「
輸
出
入
」
、
「
為
替
相
場
」
と
い
う
「
外
国
貿
易
」
範
曉
に

お
げ
る
細
項
目
の
基
礎
的
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
た
る
。

　
「
生
産
の
国
際
的
関
係
」
に
よ
っ
て
、
各
国
民
経
済
が
個
々
バ
ラ
バ
ラ
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
民
的
価
値
、

国
民
的
労
働
日
、
国
民
的
利
潤
率
、
国
民
的
労
働
強
度
、
国
民
的
労
働
生
産
力
等
が
、
各
国
民
経
済
間
で
個
々
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ

と
を
明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
各
国
民
経
済
が
独
白
の
資
本
制
再
生
産
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
際

的
分
業
、
国
際
的
商
品
交
換
な
ど
を
成
立
さ
せ
、
同
時
に
、
国
際
的
分
業
、
国
際
的
商
品
交
換
、
世
界
市
場
に
規
制
さ
れ
た
資
本
制

再
生
産
構
造
を
も
っ
国
民
経
済
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
国
際
的
経
済
諾
関
係
に
お
い
て
、
各
国
民
経
済
の
価
値
観
定
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
各
国
民
経
済
の
個
々
バ
ラ
バ
ラ
な
価
値

撹
定
を
世
界
市
場
で
は
国
際
価
値
と
し
て
統
一
化
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
ろ
う
。
国
際
価
値
論
は
、
ま
さ
に
各
国
民

経
済
の
価
値
体
系
の
相
違
を
世
界
市
場
で
国
際
価
値
と
し
て
統
一
化
す
る
論
理
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
国
際
的
商
品
交
換
が
行

な
わ
れ
る
際
の
基
礎
理
論
で
あ
り
、
国
際
分
業
形
成
お
よ
び
再
編
の
基
礎
理
論
で
も
あ
る
。

　
国
際
価
値
規
定
は
、
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
は
、

各
国
民
経
済
が
個
々
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
　
「
生
産
の
国
際
的
関
係
」
に
包
摂
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
国
際
価
値
論
は
、
国
際
経
済
論
た
い
し
外
国
貿
易
論
体
系
に
お
げ
る
基
礎
理
論
と
し
て
位
置
づ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ

　
　
　
国
際
価
値
論
の
諾
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
九
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
九
八
四
）

う
。
国
際
分
業
論
、
外
国
貿
易
の
必
然
性
等
の
理
論
は
、
国
際
価
値
論
を
基
礎
に
し
て
論
じ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
で
あ
り
、
国

際
的
経
済
諸
関
係
の
よ
り
具
体
的
な
項
目
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
（
１
）
　
穴
・
旨
胃
戸
Ｎ
員
穴
ま
岸
｛
胃
勺
◎
睾
げ
９
竃
Ｏ
ぎ
；
昌
ぎ
一
〇
。
３
一
ｃ
ｏ
・
ｏ
。
・
　
邦
訳
『
経
済
学
批
判
』
（
武
田
隆
夫
他
訳
、
岩
波
文

　
　
　
庫
）
一
一
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
内
・
く
彗
戸
？
昌
穿
げ
。
。
¢
｛
胃
巾
◎
睾
げ
争
９
０
ぎ
昌
昌
庁
Ｈ
８
甲
昌
一
ｃ
ｏ
・
８
．
邦
訳
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
　
（
高
木
幸
二
郎
監

　
　
　
訳
、
大
月
書
店
）
第
一
分
冊
、
八
○
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
３
）
吉
信
粛
「
国
際
経
済
学
に
お
け
る
国
家
範
晴
を
め
ぐ
っ
て
」
　
『
国
際
経
済
』
携
一
八
号
、
目
本
評
論
杜
、
一
一
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
後
半
体
系
の
位
置
づ
げ
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
外
国
貿
場
論
研
究
の
一
視
角
」
　
『
世
界
経
済
評
論
』
第
一
八
巻
第
六
号
、
を
参
照
さ
れ

　
　
　
　
た
い
。三

　
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て

　
各
国
民
経
済
が
個
々
バ
ラ
バ
ラ
な
資
本
制
再
生
産
構
造
を
有
し
、
国
際
的
経
済
諸
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
市
場

を
創
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
世
界
市
場
に
お
い
て
は
、
各
国
民
経
済
の
国
民
的
価
値
は
国
際
価
値
と
し
て
統
一
さ
れ
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
国
民
経
済
か
ら
す
れ
ぱ
、
国
際
的
商
品
交
換
に
登
場
す
る
商
品
は
、
国
民
的
価
値
と
国
際
的
価
値
の
両
者
が

並
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
相
異
た
る
国
民
的
価
値
・
国
民
的
労
働
が
、
世
界
市
場
で
は
統
一
さ
れ
て
、
国
際
的
価
値
・
世
界

的
労
働
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
価
値
法
則
は
、
　
「
あ
る
使
用
価
値
の
価
値
量
を
規
定
す
る
も
の
は
、
た
だ
杜
会
的
に
必
要
な
労
鮒
の
量
す
た
わ
ち
そ
の
使
用
価
値

の
生
産
に
杜
会
的
に
必
要
た
労
働
時
間
だ
げ
で
あ
る
。
個
々
の
商
品
は
、
こ
こ
で
は
一
般
に
、
そ
れ
が
属
す
る
種
類
の
平
均
見
本
と



み
た
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
等
し
い
大
き
さ
の
労
働
量
が
含
ま
れ
て
い
る
諸
商
品
、
ま
た
は
同
じ
労
働
時
問
で
生
産
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
で
き
る
諾
商
品
は
、
同
じ
価
値
量
を
も
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
杜
会
的
必
要
労
働
時
問
に
よ
る
価
値
規
定
を
定
式
化
し
た
。
そ
し

て
そ
の
杜
会
的
必
要
労
働
時
間
と
は
、
　
「
現
存
の
杜
会
的
に
正
常
な
生
産
条
件
と
、
労
働
の
熟
練
お
よ
び
強
度
の
杜
会
的
平
均
度
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

を
も
っ
て
、
な
ん
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
時
問
」
を
意
味
し
て
い
る
。

　
国
民
経
済
に
ー
お
い
て
は
、
労
働
の
熟
練
お
よ
び
強
度
、
そ
の
他
の
生
産
諸
条
件
は
、
杜
会
的
平
均
的
規
定
が
与
え
ら
れ
て
い
る
た

め
に
、
価
値
法
則
は
、
一
定
の
杜
会
的
生
産
の
発
展
度
と
杜
会
的
労
働
の
平
均
的
性
格
が
前
提
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
生
産
力
の
発
展
度
合
の
異
な
る
、
ま
た
杜
会
的
・
平
均
労
働
の
性
格
の
異
な
る
国
民
経
済
の
複
合
体
で
あ
る
世
界
市
場
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

い
て
、
価
値
法
則
は
、
抽
象
的
・
一
般
的
な
形
で
は
な
く
修
正
さ
れ
て
貫
徹
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
る
。

　
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
の
「
労
賃
の
国
民
的
相
違
」
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
。
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
ど
の
国
に
も
一
定
の
中
位
の
労
働
強
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
も
低
い
強
度
で
は
労
働
は
商
品
の
生
産
に
さ

　
い
し
て
杜
会
的
に
必
要
な
時
問
よ
り
も
多
く
の
時
問
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
正
常
な
質
の
労
働
に
は
数
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
与
え
ら
れ
た
一
国
で
は
、
労
働
時
間
の
単
な
る
長
さ
に
よ
る
価
値
の
度
量
に
変
更
を
加
え
る
も
の
は
、
た
だ
国
民
的
平
均
よ
り
も
高
い
強
度
だ
げ

　
で
あ
る
。
個
々
の
国
々
を
そ
の
構
成
部
分
と
す
る
世
界
市
場
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
労
働
の
中
位
の
強
度
は
国
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
こ
の
国
で
は
よ
り
大
き
く
、
あ
の
国
で
は
よ
り
小
さ
い
。
こ
れ
ら
の
種
々
の
国
民
的
平
均
は
一
っ
の
階
段
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
度
量
単
位
は
世

　
界
的
労
働
の
平
均
単
位
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
強
度
の
よ
り
大
き
い
国
民
的
労
働
は
、
強
度
の
よ
り
小
さ
い
国
民
的
労
働
に
比
べ
れ
ぼ
、
同
じ
時
間

　
に
よ
り
多
く
の
価
値
を
生
産
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
価
値
は
よ
り
多
く
の
貨
幣
で
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
、
価
値
法
則
は
、
そ
れ
が
国
際
的
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ょ
っ
て
も
修
正
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世

　
界
市
場
で
は
、
よ
り
生
産
的
な
国
民
的
労
働
も
、
そ
の
よ
り
生
産
的
な
国
民
が
自
分
の
商
品
の
販
売
価
格
を
そ
の
価
値
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
を

　
　
　
国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
九
八
五
）
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競
争
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
や
は
り
強
度
の
よ
り
大
き
い
国
民
的
労
働
と
し
て
数
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
で
あ
る
。

　
あ
る
一
国
で
資
本
主
義
的
生
産
が
発
達
し
て
い
れ
ぱ
、
そ
れ
と
同
じ
度
合
い
で
そ
こ
で
は
労
働
の
国
民
的
な
強
度
も
生
産
性
も
国
際
的
水
準
の

上
に
出
て
い
る
。
だ
か
ら
、
違
っ
た
国
々
で
同
じ
労
働
時
間
に
生
産
さ
れ
る
同
種
商
品
の
い
ろ
い
ろ
に
違
っ
た
分
量
は
、
不
等
な
国
際
的
価
値
を

も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
価
値
は
、
い
ろ
い
ろ
に
違
っ
た
価
格
で
、
す
な
わ
ち
国
際
的
価
値
の
相
違
に
従
っ
て
違
う
貨
幣
額
で
、
表
現
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
貨
幣
の
相
対
的
価
値
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
よ
り
高
く
発
達
し
て
い
る
国
民
の
も
と
で
は
、
そ
れ
が
あ
ま
り
発
達
し

て
い
な
い
国
民
の
も
と
で
よ
り
も
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
名
目
労
賃
、
す
た
わ
ち
貨
幣
で
表
玩
さ
れ
た
労
働
力
の
等
価
も
、
第
一
の

国
民
の
も
と
で
は
第
二
の
国
民
の
も
と
で
よ
り
も
高
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
い
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
が
現
実
の
賃
金
に
も
、
す
な

わ
ち
労
働
者
が
自
由
に
処
分
し
う
る
生
活
手
段
に
も
あ
て
は
ま
る
、
と
い
う
意
味
で
は
げ
っ
し
て
な
い
の
で
あ
る
が
。

　
し
か
し
、
違
っ
た
国
々
で
の
貨
幣
価
値
の
こ
の
よ
う
な
相
対
的
相
違
は
別
と
し
て
も
、
し
ば
し
ぱ
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
賃
金
や
週
賃
金
な
ど

は
第
一
の
国
民
の
も
と
で
は
第
二
の
国
民
の
も
と
で
よ
り
も
高
い
が
、
相
対
的
な
労
働
の
面
格
、
す
な
わ
ち
剰
余
価
値
に
比
べ
て
の
労
働
の
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

も
、
生
産
物
の
価
値
に
比
べ
て
の
労
働
の
価
格
も
、
第
二
の
国
民
の
も
と
で
の
ほ
う
が
第
一
の
国
民
の
も
と
で
よ
り
も
高
い
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
叙
述
が
、
国
際
価
値
論
解
明
の
手
が
か
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
、
第
一
に
労
働
の
強
度
の
国
民
的
相

違
に
も
と
づ
く
価
値
法
則
の
間
題
、
第
二
に
、
労
働
の
生
産
力
の
相
違
に
よ
る
価
値
法
則
の
問
題
、
第
三
に
、
労
働
の
強
度
と
生
産

性
を
含
ん
だ
価
値
法
則
の
間
題
、
第
四
に
、
貨
幣
の
相
対
的
価
値
の
国
民
的
相
違
と
労
賃
の
名
目
、
実
質
形
態
を
、
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
第
一
を
労
働
の
強
度
の
相
違
に
よ
る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
、
労
働
の
生
産
力
の
相
違
を
価
値
法
則
の
第
二

の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
と
呼
ん
で
区
別
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
で
あ
る
労
働
の
強
度
の
相
違
は
、
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ど
の
国
に
も
一
定
の
中
位
の
労
働
強
度
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
低
い
強
度
の
労
働
は
、
正
常
の
質
の
労
働
に
は
数
え
ら
れ
た

い
。
価
値
の
度
量
を
変
更
す
る
の
は
、
国
民
的
平
均
よ
り
も
高
い
労
働
強
度
の
み
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
国
内
に
お
げ
る
労
働



強
度
の
間
題
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
労
働
の
強
度
の
増
大
は
、
同
じ
時
問
内
の
労
働
支
出
の
増
加
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
強
度
の
よ
り
大
き
い
労
働
目
は
、
同
じ
時
問
数
の

強
度
の
よ
り
小
さ
い
労
働
目
に
比
べ
て
、
よ
り
多
く
の
生
産
物
に
具
体
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
生
産
力
が
高
く
な
っ
て
も
、
や
は
り
同
じ
労
働
目

が
よ
り
多
く
の
生
産
物
を
供
給
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
個
々
の
生
産
物
に
は
以
前
よ
り
も
少
た
い
労
働
が
費
や
さ
れ
る
の
で
そ
の
価
値

は
下
が
る
が
、
前
の
ほ
う
の
場
合
に
。
は
生
産
物
に
は
相
変
わ
ら
ず
同
量
の
労
働
が
か
か
る
の
で
そ
の
価
値
は
元
と
変
わ
ら
な
い
。
生
産
物
の
数
は
、

こ
の
場
合
に
は
、
生
産
物
の
価
格
が
下
が
る
こ
と
な
し
に
、
増
加
す
る
。
生
産
物
の
数
と
と
も
に
そ
の
価
格
総
額
も
増
大
す
る
が
、
生
産
力
が
高

く
な
る
場
合
に
は
同
じ
価
値
総
額
が
た
だ
増
大
し
た
生
産
物
最
に
表
わ
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
時
間
数
が
元
の
ま
ま
な
ら
ぱ
、
強
度
の

よ
り
大
き
い
労
働
目
は
よ
り
大
き
い
価
値
生
産
物
に
具
体
化
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
貨
幣
の
価
値
が
元
の
ま
ま
次
ら
ぱ
、
よ
り
多
く
の
貨
幣
に
具

　
　
　
　
（
５
）

体
化
さ
れ
る
。
」

　
し
か
し
、
世
界
市
場
で
は
中
位
の
労
働
強
度
は
、
国
々
に
よ
っ
て
異
た
っ
て
お
り
、
一
っ
の
段
階
状
を
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
度
量
単
位
は
世
界
的
労
働
の
平
均
単
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
強
度
の
よ
り
大
き
い
国
民
的
労
働
は
、
強
度
の
小
さ
い
国
民
的
労

働
に
比
す
れ
ぱ
、
多
く
の
国
際
価
値
を
生
産
す
る
こ
と
に
な
る
。
っ
ま
り
国
民
経
済
内
部
で
は
強
度
の
低
い
労
働
は
度
量
単
位
と
し

て
の
正
常
な
労
働
に
数
え
ら
れ
な
い
が
、
世
界
市
場
で
は
、
世
界
的
労
働
の
平
均
単
位
以
下
の
国
民
的
労
働
も
国
際
価
値
の
度
量
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
民
経
済
内
部
に
お
げ
る
価
値
規
定
と
異
な
っ
た
世
界
市
場
の
特
殊
的
な
価
値

法
則
の
貫
徹
様
式
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
同
一
の
時
問
的
大
い
さ
の
労
働
目
で
あ
っ
て
も
、
国
民
的
平
均
強
度
の
大
き
い
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
（
７
）

働
目
は
、
よ
り
小
さ
い
国
民
的
労
働
よ
り
も
多
く
の
価
値
を
生
産
し
、
し
た
が
っ
て
多
く
の
貨
幣
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
の
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
労
働
生
産
力
の
相
違
で
あ
る
。
労
働
の
生
産
力
は
「
多
種
多
様
な
事
情
に
よ

っ
て
観
定
さ
れ
て
お
り
、
た
か
で
も
特
に
労
働
者
の
熟
練
の
平
均
度
、
科
学
と
そ
の
技
術
的
応
用
可
能
性
と
の
発
展
段
階
、
生
産
過

　
　
　
国
際
価
値
論
の
諾
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
九
八
七
）
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程
の
杜
会
的
結
合
、
生
産
手
段
の
規
模
と
作
用
能
力
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
ま
た
自
然
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
雪
）
の
で
あ

っ
て
、
　
「
一
般
的
に
一
一
胃
え
ば
、
労
働
の
生
産
力
が
大
き
げ
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
一
物
品
の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
問
は
そ
れ
だ
げ
小

さ
く
、
そ
の
物
品
に
結
晶
し
て
い
る
労
働
量
は
そ
れ
だ
げ
小
さ
く
、
そ
の
物
品
の
価
値
は
そ
れ
だ
げ
小
さ
い
。
逆
に
、
労
働
の
生
産

カ
が
小
さ
げ
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、
一
物
品
の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
は
そ
れ
だ
げ
大
き
く
、
そ
の
物
品
の
価
値
は
そ
れ
だ
け
大
き

い
。
っ
ま
り
、
一
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
は
、
そ
の
商
品
に
実
現
さ
れ
る
労
働
の
量
に
正
比
例
し
、
そ
の
労
働
の
生
産
力
に
反
比
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

し
て
変
動
す
る
の
で
あ
る
」
。
ま
た
「
生
産
力
は
、
も
ち
ろ
ん
、
っ
ね
に
有
用
な
具
体
的
な
労
働
の
生
産
力
で
あ
っ
て
、
じ
っ
さ
い
、

た
だ
与
え
ら
れ
た
時
問
内
の
合
目
的
的
生
産
活
動
の
作
用
程
度
を
規
定
す
る
だ
げ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
有
用
労
働
は
、
そ
の
生
産

力
の
上
昇
ま
た
は
低
下
に
比
例
し
て
、
よ
り
豊
富
な
、
ま
た
は
よ
り
貧
弱
な
生
産
物
源
泉
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
生

産
力
の
変
動
は
、
価
値
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
労
働
そ
れ
自
体
に
は
少
し
も
影
響
し
な
い
。
生
産
力
は
労
働
の
具
体
的
な
有
用
形
態
に

属
す
る
の
だ
か
ら
、
労
働
の
具
体
的
な
有
用
移
態
が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
生
産
力
は
も
は
や
労
働
に
影
響
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
じ
労
働
は
同
じ
時
問
に
は
、
生
産
力
が
ど
ん
な
に
変
動
し
ょ
う
と
も
、
っ
ね
に
同
じ
価
値

量
に
結
果
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
労
働
は
、
同
じ
時
間
に
違
っ
た
量
の
使
用
価
値
を
、
す
な
わ
ち
生
産
力
が
上
が
れ
ば
よ

り
多
く
の
使
用
価
値
を
、
生
産
カ
が
下
が
れ
ば
よ
り
少
な
い
使
用
価
値
を
、
与
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
の
豊
度
を
増
大
さ
せ
、
し

た
が
っ
て
労
働
の
与
え
る
使
用
価
値
の
量
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
な
生
産
力
の
変
動
は
、
そ
れ
が
使
用
価
値
総
量
の
生
産
に
必
要
な
労

働
時
問
の
総
計
を
短
縮
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
増
大
し
た
使
用
価
値
総
量
の
価
値
量
を
減
少
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
逆
の
場
合
も
同
様

　
　
（
１
０
）

で
あ
る
」
。

　
右
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
で
も
明
き
ら
か
な
よ
う
に
、
労
働
の
生
産
力
は
、
労
働
の
強
度
と
異
な
っ
て
使
用
価
値
を
っ
く
る
労
働
に



の
み
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
生
産
力
の
増
大
は
使
用
価
値
量
を
大
き
く
す
る
が
そ
の
生
産
物
価
値
総
量
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
生
産
力
の
増
大
は
、
生
産
物
一
単
位
当
り
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
国
際
問
で
は
、
国
民

経
済
内
部
に
お
げ
る
価
値
法
則
の
作
用
と
異
な
っ
て
、
国
際
問
に
お
げ
る
国
民
的
労
働
の
生
産
力
の
相
違
は
、
国
際
間
に
お
げ
る
労

働
の
強
度
の
相
違
と
同
様
に
、
単
な
る
使
用
価
値
量
の
相
違
だ
げ
で
な
く
、
国
際
価
値
総
量
に
も
変
更
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
　
「
価

値
法
則
は
、
そ
れ
が
国
際
的
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
っ
て
も
修
正
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界

市
場
で
は
、
よ
り
生
産
的
た
国
民
的
労
働
も
、
そ
の
よ
り
生
産
的
な
国
民
が
自
分
の
商
品
の
販
売
価
格
を
そ
の
価
値
ま
で
引
き
下
げ

る
こ
と
を
競
争
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
や
は
り
強
度
の
大
き
い
国
民
的
労
働
と
し
て
数
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
で
あ
る
」
。
そ
し
て
あ
る
一
国
で
資
本
主
義
的
生
産
が
発
達
し
て
い
れ
ぼ
、
そ
れ
と
同
じ
度
合
い
で
労
働
の
国
民
的
強
度
も
、
生

産
カ
も
国
際
的
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
異
な
っ
た
国
々
で
同
じ
労
働
時
間
に
生
産
さ
れ
る
同
種
商
品
の
い
ろ
い
ろ
違

っ
た
分
量
は
、
不
等
な
国
際
的
価
値
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
価
値
は
、
国
際
的
価
値
の
分
量
に
し
た
が
っ
て
の
違
っ
た
分
量
の

貨
幣
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
価
値
法
則
の
第
二
の
修
正
で
は
、
労
働
の
生
産
力
の
増
大
は
、
国
民
経
済
内
部
に
お
げ
る
使
用
価
値
量
増
加
、
価
値
量
不
変
と
い

う
命
題
が
、
国
際
間
で
は
使
用
価
値
量
も
価
値
量
・
国
際
価
値
量
も
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
に
ー
な
り
、
国
民
経
済
で
の
価
値
法
則
の

作
用
と
は
異
な
っ
た
価
直
法
則
の
貫
徹
様
式
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
労
働
生
産
カ
の
相
違
は
、
国
際
間
で
は
労
働
の
強

度
に
還
元
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
力
の
増
大
は
、
強
度
の
大
き
い
労
働
と
換
算
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
国
際
価
値
量
で
表
現
さ
れ

る
。　

価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
　
「
異
た
っ
た
条
件
の
も
と
で
、
価
値
法
則
が
姿
を
変
え
て
、
自
ら
を
貫
徹
す
る
こ

　
　
　
国
際
価
値
論
の
諾
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
九
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
九
九
〇
）

（
１
１
）

と
」
で
あ
る
が
、
国
際
問
で
は
、
各
国
民
経
済
に
お
け
る
労
働
の
強
度
と
労
働
の
生
産
力
の
相
違
に
よ
っ
て
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
労
働
の
生
産
力
の
相
違
は
、
国
際
問
で
は
労
働
の
強
度
に
還
元
さ
れ
て
国
際
価
値
量
を
計
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

で
い
う
労
働
の
生
産
力
は
決
し
て
国
民
的
労
働
生
産
カ
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
も
、
　
「
違
っ
た
国
々
で
同
じ

労
働
時
問
に
生
産
さ
れ
る
同
種
商
品
の
い
ろ
い
ろ
違
っ
た
分
量
は
、
不
等
な
国
際
価
値
を
も
っ
て
い
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
　
「
決
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

て
国
民
的
労
働
の
全
生
産
部
門
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
。

　
国
民
経
済
内
部
に
お
げ
る
労
働
生
産
カ
の
発
展
は
、
価
直
量
に
変
化
は
次
く
あ
く
ま
で
使
用
価
値
量
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
あ

る
産
業
部
門
に
お
げ
る
個
別
資
本
の
労
働
生
産
力
の
増
加
は
特
別
剰
余
価
値
を
成
立
せ
し
め
、
旧
生
産
方
法
を
採
用
し
て
い
る
個
別

資
本
は
、
マ
ィ
ナ
ス
の
特
別
剰
余
価
値
を
負
う
の
で
あ
る
。
国
民
経
済
内
部
と
異
な
っ
て
国
際
間
で
は
、
生
産
カ
の
高
い
個
別
資
本

は
、
そ
れ
だ
げ
高
い
国
際
価
値
を
生
む
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
国
際
問
で
は
国
民
的
価
値
以
上
に
評
価
さ
れ
、
販
売
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
際
問
の
競
争
に
よ
っ
て
、
国
民
的
価
値
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
れ
ば
、
特
別
剰
余
価
値
を
生
ま
な
い
と
い
う
こ
と
に
た
る
。

　
価
値
法
則
の
第
二
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
国
民
的
労
働
生
産
力
を
意
味
す
る
の
で
は
た
く
、
産
業
部
門
あ
る
い
は
個
別

資
本
の
労
働
生
産
カ
が
対
象
に
な
る
と
す
る
た
ら
ば
、
国
際
間
に
お
げ
る
具
体
的
た
競
争
を
考
え
る
場
合
ど
の
よ
う
た
形
態
で
具
体

的
に
比
較
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
名
和
理
論
で
は
、
リ
カ
ァ
ー
ド
説
の
延
長
上
で
基
軸
産
業
に
よ
っ
て
較
量
さ
れ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
故
吉
村
正
晴
氏
は
、
相
異
た
る
諸
部
門
問
の
競
争
を
通
じ
て
世
界
的
労
働
の
還
元
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

上
の
作
業
は
同
一
生
産
部
門
問
を
通
じ
て
で
し
か
で
き
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。

　
国
際
的
商
品
交
換
は
、
素
材
転
換
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ほ
、
相
異
な
る
部
門
で
の
競
争
が
間
題
に
た
ろ
う
。
し
か

り



し
国
際
問
に
お
い
て
も
、
同
一
商
品
同
一
価
値
の
原
則
が
貫
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
比
較
対
象
と
し
て
は
同
一
部
門
の
方
が
較

量
し
や
す
い
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
吉
村
氏
の
よ
う
に
実
際
上
は
同
一
部
門
で
し
か
較
量
で
き
な
い
と
い
う
議
論
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
基
軸
産
業
論
の
よ
う
に
、
国
際
問
で
比
較
可
能
な
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
か
、
そ
し
て
ま
た
国
民
的
労

働
生
産
力
と
い
う
全
部
門
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
に
な
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
国
際
問
に
お
い
て
も
間
題
は
、
価

値
で
あ
り
、
労
働
量
す
な
わ
ち
世
界
的
労
働
量
の
間
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
労
働
強
度
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
る
な
ら

ば
、
国
際
的
商
品
交
換
に
登
場
す
る
の
は
相
異
な
る
都
門
な
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
生
産
力
の
問
題
も
相
異
な
る
部
門
に
お
い
て
較

量
す
べ
き
も
の
と
思
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

　
穴
・
く
胃
わ
Ｕ
器
穴
君
ざ
芦
穴
．
峯
彗
苧
句
．
向
長
¢
赤
オ
實
庁
９
団
ｐ
二
轟
一
ｃ
ｏ
．
震
．
邦
訳
『
資
本
論
』
『
マ
ル
ク
ス
ー
ー
ニ
ソ
ゲ
ル

ス
全
集
』
（
大
月
書
店
、
以
下
『
全
集
』
と
略
す
）
第
二
三
巻
ａ
、
五
三
べ
ー
ジ
。

　
四
・
～
．
９
ｃ
。
・
睾
邦
訳
同
右
、
五
三
べ
ー
ジ
。

　
川
尻
　
武
『
外
国
貿
易
論
』
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
七
五
～
七
八
ぺ
ー
ジ
、
を
参
照
。

　
一
Ｕ
鍔
穴
ｐ
官
冨
ポ
事
實
ぎ
一
団
ｐ
・
一
轟
一
〇
〇
ｃ
ｏ
・
岬
◎
◎
ｏ
．
ｋ
　
邦
訳
『
全
集
』
第
二
三
巻
ｂ
、
七
二
八
～
九
べ
－
ジ
。

　
～
・
Ｐ
Ｐ
の
・
蟹
べ
・
邦
訳
同
右
、
六
七
九
ぺ
－
ジ
。

　
「
労
働
の
強
度
が
す
べ
て
の
産
業
部
門
で
同
時
に
同
程
度
に
高
く
な
る
と
す
れ
ば
、
新
た
な
よ
り
高
い
強
度
が
普
通
の
杜
会
的
標
準
度

と
な
り
、
し
た
が
っ
て
外
延
量
と
し
て
は
数
え
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
も
労
働
の
平
均
強
度
が
国
に
よ
っ
て
違

う
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
に
違
っ
た
各
国
の
労
働
目
へ
の
価
値
法
則
の
適
用
を
修
正
す
る
で
あ
ろ
う
。
強

度
の
よ
り
大
き
い
一
国
の
一
労
働
目
は
、
強
度
の
よ
り
小
さ
い
他
の
国
の
一
労
働
目
に
比
べ
れ
ぱ
、
よ
り
大
き
い
貨
幣
表
現
に
表
わ
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
」
（
一
Ｕ
轟
穴
巷
箏
邑
奉
實
ぎ
一
吋
Ｐ
一
轟
一
〇
〇
．
農
・
。
・
邦
訳
『
全
集
』
第
二
三
巻
ｂ
、
六
八
○
～
一
べ
－
ジ
。
）

　
木
原
行
雄
氏
は
、
諸
国
民
的
労
働
の
平
均
強
度
は
、
労
働
生
産
性
か
ら
切
り
離
し
て
比
較
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
結
局

は
労
働
生
産
性
の
み
が
国
際
間
で
は
比
較
対
象
と
な
る
と
主
張
さ
れ
る
。
た
お
同
氏
は
、
国
民
的
労
働
の
強
度
格
差
お
よ
び
国
民
的
労
働

国
際
価
値
論
の
諾
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
九
九
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
九
九
二
）

　
　
の
生
産
性
格
差
と
い
う
独
自
な
見
解
で
国
際
価
値
論
の
体
系
化
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。
　
（
木
原
行
雄
「
輸
出
に
よ
る
超
過
利
潤
の
本
質

　
　
（
４
）
」
　
『
東
京
経
済
大
学
会
誌
』
七
六
号
、
七
九
ぺ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。
）

（
～
）
　
Ｏ
轟
穴
昌
｝
芦
奉
¢
寿
９
巾
ｑ
・
一
轟
一
ｃ
ｏ
．
轟
．
邦
訳
『
全
集
』
第
二
三
巻
ａ
、
五
四
べ
ー
ジ
。

（
９
）
　
四
・
四
・
９
ｏ
ｏ
・
観
．
邦
訳
同
右
、
五
五
ぺ
ー
ジ
。

（
１
０
）
　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｏ
ｏ
・
胃
・
邦
訳
同
右
、
六
ニ
ペ
ー
ジ
。

（
ｕ
）
　
中
川
信
義
「
国
際
間
に
お
け
る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
に
っ
い
て
」
　
『
経
済
学
雑
誌
』
第
六
五
巻
、
第
五
号
、
二
八
ぺ

　
　
ー
ジ
。

（
１
２
）
　
全
生
産
部
門
に
っ
い
て
国
民
的
労
働
生
産
力
が
問
題
に
た
る
と
い
う
考
え
方
が
、
リ
ヵ
ア
ー
ド
比
較
生
産
費
説
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る

　
　
論
者
の
概
ね
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ぱ
次
を
参
照
。

　
　
　
行
沢
健
三
『
国
際
経
済
学
序
説
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五
七
年
。

　
　
　
木
原
行
雄
、
前
掲
。

（
１
３
）
　
川
尻
　
武
『
外
国
貿
易
論
』
八
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
１
４
）
　
吉
村
正
晴
「
国
際
価
値
論
序
説
」
　
『
国
際
経
済
』
第
一
〇
号
、
目
本
評
論
杜
、
一
九
五
八
年
所
収
、
一
三
六
～
八
ぺ
ー
ジ
、
を
参
照
。

四
　
世
界
的
労

働

　
各
国
民
経
済
は
資
本
制
再
生
産
構
造
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
ゆ
え
に
、
世
界
市
場
で
統
一
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貨
幣
も
ま

た
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
的
貨
幣
は
、
世
界
貨
幣
１
－
金
と
し
て
統
一
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
国
内
流
通
部
面
か
ら
外
に
出
る
と
き
に
は
、
貨
幣
は
価
格
の
度
量
標
準
や
鋳
貨
や
補
助
貨
や
価
値
章
標
と
い
う
国
内
流
通
部
面

で
で
き
あ
が
る
局
地
的
な
形
態
を
再
び
脱
ぎ
捨
て
て
、
貴
金
属
の
元
来
の
地
金
状
態
に
逆
も
ど
り
す
る
。
世
界
商
業
で
は
、
諸
商
品

は
そ
れ
ら
の
価
値
を
普
遍
的
に
展
開
す
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
こ
こ
で
は
諸
商
品
に
た
い
し
て
そ
れ
ら
の
独
立
の
価
値
姿
態
も
世



界
貨
幣
と
し
て
相
対
す
る
ｃ
世
界
市
場
で
は
じ
め
て
貨
幣
は
、
十
分
な
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
現
物
形
態
が
同
時
に
抽
象
的
人
問

労
働
の
直
接
に
杜
会
的
な
実
現
彩
態
で
あ
る
商
品
と
し
て
、
機
能
す
る
。
貨
幣
の
定
在
様
式
は
そ
の
概
念
に
適
合
し
た
も
の
に
な

（
１
）

る
。
」

　
国
際
価
値
も
ま
た
各
国
民
的
価
値
が
世
界
市
場
で
統
一
さ
れ
た
移
態
で
あ
る
。
各
国
民
的
労
働
も
世
界
市
場
で
は
地
域
的
性
格
を

脱
ぎ
捨
て
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
形
態
が
世
界
市
場
で
は
世
界
的
労
働
と
な
る
。
そ
の
世
界
的
労
働
は
、
国
際
価
値
の
度
量
を

測
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
各
国
民
経
済
に
お
げ
る
中
位
の
労
働
強
度
の
平
均
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
商
品
は
、
世
界
市
場
に
１
お
い
て
は
じ
め
て
普
遍
的
価
値
を
展
開
す
る
。
商
品
の
価
値
は
国
民
経
済
内
部
に
お
い
て
は
、
国
民
的
杜

会
的
平
均
的
必
要
労
働
時
問
に
よ
っ
て
境
定
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
地
域
的
性
格
を
身
に
っ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
世
界
市

場
で
は
、
商
品
の
国
民
的
価
値
は
国
際
価
値
と
し
て
そ
の
地
域
的
性
格
を
脱
ぎ
捨
て
る
。
た
だ
し
国
際
価
値
と
し
て
身
に
っ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
国
民
経
済
に
登
場
す
る
す
べ
て
の
商
品
で
は
な
く
、
国
際
的
商
品
交
換
に
登
場
す
る
商
品
の
み
で
あ
る
。

　
世
界
市
場
に
お
い
て
は
、
国
民
的
労
働
も
、
世
界
的
・
普
遍
的
労
働
に
性
格
を
変
え
る
。
そ
れ
は
国
際
的
商
品
交
換
を
媒
介
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
（
４
）

た
世
界
市
場
を
通
じ
て
で
あ
る
。

　
「
た
だ
外
国
貿
易
だ
げ
が
市
場
の
世
界
市
場
へ
の
発
展
だ
げ
が
、
貨
幣
を
世
界
貨
幣
に
発
展
さ
せ
、
抽
象
的
労
働
を
杜
会
的
労
働

に
発
展
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
抽
象
的
な
富
、
価
値
、
貨
幣
　
　
し
た
が
っ
て
ま
た
抽
象
的
労
働
は
、
具
体
的
労
働
が
い
ろ
い
ろ
な
労

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

働
様
式
の
世
界
市
場
を
包
括
す
る
総
体
に
発
展
す
る
の
と
同
じ
度
合
い
で
発
展
す
る
。
」

　
各
国
民
経
済
に
お
げ
る
価
値
は
、
現
存
の
杜
会
的
に
正
常
な
生
産
条
件
と
、
労
働
の
熟
練
お
よ
び
強
度
の
杜
会
的
平
均
度
を
も
っ

杜
会
的
必
要
労
働
時
間
に
よ
っ
て
度
量
さ
れ
る
が
、
世
界
市
場
に
お
げ
る
価
値
は
、
各
国
に
お
け
る
中
位
の
労
働
強
度
の
平
均
、
そ

　
　
　
　
国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
九
九
三
）
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し
て
労
働
の
生
産
力
の
相
違
を
労
働
強
度
に
還
元
し
た
世
界
的
労
働
の
量
に
。
よ
っ
て
決
ま
る
。
こ
れ
を
世
界
的
必
要
労
働
時
問
と
す

る
た
ら
ぱ
、
国
際
価
値
は
、
世
界
的
必
要
労
働
時
問
の
分
量
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
っ
ま
り
世
界
市
場
で
は
、
各
国

民
経
済
の
中
位
の
労
働
強
度
の
平
均
が
国
際
価
値
規
定
労
働
と
た
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
国
民
経
済
の
中
位
の
労
働
強
度
が
国

際
価
値
規
定
労
働
に
な
る
と
い
っ
て
も
、
世
界
的
平
均
労
働
な
る
価
値
規
定
労
働
が
存
在
す
る
の
で
は
た
い
。
世
界
市
場
に
お
い
て

世
界
的
平
均
労
働
な
る
価
値
規
定
労
働
が
存
在
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
各
国
民
経
済
に
お
け
る
価
値
観
定
労
働
と
、
世
界
市
場
に
お

げ
る
価
値
規
定
労
働
の
二
っ
の
平
均
労
働
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
各
国
民
経
済
に
お
げ
る
価
値
規
定
労
働
が
、
世
界
的

な
価
値
規
定
労
働
に
よ
っ
て
観
制
さ
れ
る
と
い
う
側
面
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
世
界
的
労
働
の
度
量
単
位
は
、

各
国
民
経
済
の
中
位
の
労
働
強
度
の
平
均
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
く
っ
が
え
す
こ
と
に
な
る
。
リ
ヵ
ア
ー
ド
以
来
の
誤
謬
を
く
り
返

し
て
は
た
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
世
界
市
場
の
運
動
に
お
い
て
は
、
国
際
的
商
品
交
換
、
国
際
分
業
な
ど
通
じ

て
国
民
経
済
内
部
の
競
争
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
産
力
の
変
動
等
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
規
定
労
働
に
変
更
を
与
え
る
、
と

い
う
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
右
の
問
題
と
は
明
確
に
区
別
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
１
）
　
穴
・
く
弩
戸
Ｕ
易
穴
亀
－
訂
ポ
考
¢
Ｈ
斤
９
巾
３
轟
一
Ｃ
ｏ
・
Ｈ
９
・
邦
訳
『
全
集
』
第
二
三
巻
ａ
、
一
八
五
～
六
べ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
　
「
世
界
商
業
に
お
い
て
は
、
諾
商
品
が
そ
れ
ら
の
価
値
を
普
遍
的
に
展
開
す
る
。
」
（
”
・
中
Ｐ
ｃ
ｏ
．
Ｈ
塞
邦
訳
同
右
、
一
八
六
ぺ
ー
ジ
。
）

　
　
（
３
）
　
中
川
信
義
「
世
界
市
場
に
お
げ
る
価
値
法
則
と
競
争
」
高
木
幸
二
郎
還
歴
記
念
論
文
集
『
再
生
産
と
産
業
循
環
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

　
　
　
　
一
九
七
三
年
所
収
、
二
〇
〇
ぺ
ー
ジ
、
を
参
照
。

　
（
４
）
　
木
原
行
雄
氏
は
、
諸
国
民
的
労
働
は
世
界
的
労
働
に
「
換
算
」
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
　
「
還
元
」
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
と
し
て
、

　
　
　
世
界
的
労
働
の
国
際
価
値
実
体
と
し
て
の
存
在
を
募
実
上
否
定
し
て
お
ら
れ
る
。
　
（
木
原
行
雄
「
輸
出
に
よ
る
超
過
利
潤
の
本
質
（
４
）
」

　
　
　
　
一
一
一
～
ニ
ペ
ー
ジ
。
）

　
（
５
）
　
『
く
胃
戸
弓
｝
８
ユ
９
豪
睾
｛
ｏ
■
く
９
Ｈ
事
胃
戸
オ
ｏ
寿
９
団
３
Ｎ
ｇ
Ｎ
弓
巴
・
ｏ
ｏ
．
旨
９
　
邦
訳
『
全
集
』
第
二
巻
皿
、
　
三



三
二
～
三
三
三
ぺ
ー
ジ
。

五
　
国
際
的
搾
取
に
つ
い
て

　
国
際
的
商
品
交
換
に
登
場
す
る
商
品
は
、
国
際
的
価
値
通
り
の
交
換
が
行
わ
れ
る
か
ぎ
り
世
界
的
必
要
労
働
時
問
は
同
一
で
あ
る
。

そ
し
て
国
際
間
に
お
い
て
も
同
一
商
品
同
一
価
値
の
原
則
は
貫
い
て
い
る
。
世
界
市
場
で
の
同
一
商
品
同
一
価
値
の
内
実
は
、
各
国

民
経
済
問
の
労
働
の
強
度
あ
る
い
は
労
働
の
生
産
力
の
相
違
に
よ
っ
て
、
各
国
民
経
済
問
の
杜
会
的
必
要
労
働
時
問
ま
で
同
一
で
あ

る
わ
げ
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
際
的
価
値
通
り
の
商
品
交
換
に
お
い
て
は
、
等
労
働
量
の
交
換
で
は
な
く
、
不
等
労
働
量
の
交
換

も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
マ
ル
ク
ス
は
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
な
か
で
こ
の
問
題
を
次
の
よ
う
に
ー
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
セ
ー
は
・
コ
ソ
ス
タ
ソ
シ
ョ
に
よ
る
仏
訳
の
リ
カ
ァ
ー
ド
『
原
理
』
へ
の
彼
の
注
解
の
な
か
で
、
た
だ
一
っ
だ
け
対
外
貿
易
に
っ
い
て
正
し

　
い
癸
言
を
し
て
い
る
。
利
潤
は
、
一
方
が
利
益
を
得
て
他
方
が
損
を
す
る
と
い
う
詐
取
に
ょ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
っ
の
国
の
内
部
で
の

　
損
失
と
利
得
と
は
相
殺
さ
れ
る
。
違
っ
た
国
の
あ
い
だ
で
は
そ
う
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
リ
ヵ
ア
ー
ド
の
理
論
で
さ
え
も
　
　
セ
ー
は
述

　
べ
て
い
た
い
こ
と
だ
が
　
　
あ
る
国
の
三
労
働
目
は
他
の
国
の
一
労
働
目
と
交
換
さ
れ
う
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
価
値
の
法

　
則
は
本
質
的
な
修
正
を
受
け
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
一
国
の
内
部
で
、
熟
練
し
た
複
雑
な
労
働
が
未
熟
練
で
簡
単
な
労
働
に
た
い
し
て
ど

　
う
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
・
違
っ
た
国
々
の
労
働
目
が
相
互
に
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
・
は
、
よ

　
り
富
ん
で
い
る
国
が
・
よ
り
貧
乏
な
国
を
搾
取
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
、
た
と
え
あ
と
の
は
う
の
国
が
交
換
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
に
し
て

　
も
・
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｊ
・
航
・
ミ
ル
も
彼
の
『
経
済
学
の
未
解
決
の
諸
間
題
に
関
す
る
試
論
』
の
な
か
で
説
明
し
て
い
る
と
お
り

で
あ
一
ぎ

　
マ
ル
ク
ス
は
右
の
叙
述
の
た
か
で
不
等
労
働
量
の
交
換
を
国
際
的
搾
取
と
し
て
位
置
づ
げ
、
リ
カ
ア
ー
ド
比
較
生
産
費
説
の
な
か

　
　
　
　
国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
九
九
五
）
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に
そ
れ
が
示
竣
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
国
際
問
に
お
げ
る
搾
取
は
、
各
国
民
経
済
に
お
げ
る
階
級
的
搾
取
を

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

基
礎
に
お
き
な
が
ら
、
国
際
的
商
品
交
換
す
な
わ
ち
国
際
的
価
値
通
り
に
行
わ
れ
る
商
品
交
換
に
お
い
て
、
な
に
ゆ
え
搾
取
と
い
う

事
態
が
生
じ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
間
題
で
あ
る
。
国
際
間
に
お
げ
る
搾
取
は
、
直
接
的
生
産
過
程
の
問
題
で
あ
る
搾
取
を
・
流

通
の
側
面
、
そ
れ
も
国
際
的
商
品
流
通
か
ら
そ
の
実
体
を
明
き
ら
か
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
命
題
に
お

い
て
は
、
国
際
問
で
は
国
内
で
の
損
失
と
利
得
の
相
殺
と
異
な
っ
て
、
価
値
法
則
は
本
質
的
な
修
正
を
受
げ
、
富
国
は
貧
国
を
搾
取

す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
搾
取
の
概
念
は
、
生
産
手
段
の
所
有
者
が
直
接
生
産
者
の
労
働
の
一
部
分
を
無
償
で
、
す
な
わ
ち
剰
余
労
働
ま
た
は
不
払
労
働
を

領
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
問
に
お
げ
る
搾
取
は
、
右
の
意
味
と
は
異
な
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
使
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
◎
つ

ま
り
、
国
民
経
済
間
に
お
げ
る
資
本
．
賃
労
働
の
階
級
関
係
を
基
礎
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
富
国
に
よ
る
貧
国
の
搾
取
と
は
国

民
経
済
問
に
お
げ
る
国
際
的
商
品
交
換
に
伴
な
う
間
題
で
あ
り
、
国
民
経
済
内
部
で
の
搾
取
と
は
異
な
る
問
題
で
あ
る
・
　
『
剰
余
価

値
学
説
史
』
に
お
げ
る
国
民
に
よ
る
国
民
の
搾
取
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
命
題
は
、
搾
取
一
般
の
概
念
と
は
区
別
し
た
比
愉
的
な
意
味
、

も
し
く
は
国
際
問
で
の
特
有
の
概
念
と
し
て
使
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
富
国
の
一
労
働
日
と
貧
国
の
三
労
働
日
の
交
換
、
こ
れ
は
国
際
価
値
通
り
の
交
換
と
す
れ
ば
不
等
労
働
量
の
交
換
で
あ
り
・
そ
れ

が
な
に
ゆ
え
に
国
際
的
搾
取
に
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
際
問
に
お
い
て
は
不
等
労
働
量
の
交
換
で
も
国
際
的
等
価
交
換
に
な
り
う

る
と
い
う
こ
と
は
、
　
「
価
値
法
則
の
モ
デ
イ
フ
イ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
に
っ
い
て
」
で
す
で
に
説
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
富
国
と
貧

国
と
の
国
際
的
交
換
に
お
い
て
、
富
国
に
よ
る
利
益
の
増
大
、
貧
国
の
損
失
と
い
う
問
題
の
内
容
が
明
き
ら
か
に
さ
れ
な
げ
れ
ほ
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
　
「
貧
国
に
お
い
て
は
利
益
を
得
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
さ
え
も
富
国
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
る
」
と
す



る
マ
ル
ク
ス
の
命
題
の
利
益
と
損
失
の
内
容
は
何
な
の
か
を
明
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
国
際
的
商
品
交
換
に
伴

な
う
蓄
積
の
態
様
を
、
国
際
的
搾
取
の
中
か
ら
見
出
さ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
国
際
問
に
お
げ
る
搾
取
の
内
容
、
あ
る
い
は
蓄
積
の
問
題
は
、
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
の
成
立
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
貧
国
に
お
げ
る
「
利
益
」
と
は
、
使
用
価
値
量
、
使
用
価
値
種
類
の
問
題
、
あ
る
い
は
杜
会
的

　
　
　
　
（
３
）

労
働
の
節
約
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
国
際
問
に
お
げ
る
国
際
的
商
品
交
換
は
、
労
働
生
産
カ
の
発
展
段
階
を
異
に
す
る
部
門
間
で
行
な
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
一
労
働
目
と
三
労
働
目
の
交
換
と
い
う
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
国
民
経
済
内
部
に
お
げ
る
労
働
生
産

力
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
新
生
産
方
法
を
採
用
し
た
資
本
の
商
品
は
、
そ
の
個
別
的
価
値
は
杜
会
的
価
値
よ
り
も

小
さ
い
が
、
商
品
の
現
実
の
価
値
は
個
別
的
価
値
で
は
な
く
そ
の
杜
会
的
価
値
に
従
う
こ
と
に
な
る
。
　
「
す
な
わ
ち
こ
の
商
品
の
現

実
の
価
値
は
、
個
々
の
場
合
に
そ
の
商
品
に
生
産
者
が
実
際
に
費
や
す
労
働
時
問
に
－
よ
っ
て
計
ら
れ
る
の
で
は
た
く
、
そ
の
商
品
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

生
産
に
杜
会
的
な
必
要
労
働
時
問
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
」
。
し
た
が
っ
て
新
生
産
方
法
を
採
用
し
た
資
本
は
、
特
別
剰
余
価
値
を
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

得
す
る
。
他
方
旧
来
の
生
産
方
法
に
。
よ
る
資
本
は
、
一
特
別
剰
余
価
値
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
際
問
に
お
げ
る
商
品
交
換
に
お
い
て
も
国
民
経
済
内
部
に
お
げ
る
特
別
剰
余
価
値
の
成
立
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
た
い

だ
ろ
う
か
。
富
国
の
一
労
働
目
と
貧
国
の
三
労
働
日
の
交
換
、
す
な
わ
ち
富
国
に
ょ
る
貧
国
の
搾
取
は
、
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
の

成
立
に
よ
っ
て
明
き
ら
か
に
し
う
る
。

　
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
の
成
立
は
次
の
よ
う
に
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
Ａ
国
、
Ｂ
国
、
Ｃ
国
の
三
国
三
部
門
（
個
別
資
本
）
を
仮
定
し
、
Ｈ
、
各
国
各
部
門
と
も
生
産
手
段
の
価
値
お
よ
び
消
費
・
移
転
さ

　
　
　
国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
九
九
七
）

、
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八
○
（
九
九
八
）

れ
る
生
産
手
段
の
価
値
は
等
し
い
も
の
と
す
る
。
Ｏ
、
商
品
の
価
値
は
、
国
民
的
価
値
、
国
際
的
価
値
と
も
世
界
貨
幣
１
１
金
で
表
わ

す
。
臼
、
生
産
手
段
の
価
値
は
一
単
位
当
り
金
一
ｇ
と
す
る
。
陶
、
各
国
各
部
門
と
も
新
価
値
は
一
単
位
当
り
金
一
ｇ
と
す
る
。
固
、

各
国
と
も
労
働
の
平
均
強
度
は
等
し
い
も
の
と
す
る
。
内
、
各
国
各
部
門
と
も
労
働
時
問
お
よ
び
雇
用
労
働
者
数
は
変
わ
ら
な
い
も

の
と
す
る
。

　
第
一
は
、
労
働
生
産
力
の
変
動
に
よ
る
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
の
成
立
で
あ
る
。

　
設
例
一
は
、
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
の
三
因
三
部
門
と
も
労
働
の
生
産
カ
は
等
し
く
し
た
が
っ
て
一
労
働
単
位
当
り
の
商
品
生
産
数
も
等
し

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
国
民
的
価
直
を
世
界
貨
幣
１
－
金
で
表
わ
す
な
ら
ば
、
生
産
手
段
の
価
値
金
一
ｇ
＋
新
価
値
金
一
ｇ
で
合
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
二
ｇ
と
た
る
。
そ
し
て
各
国
の
労
働
の

１例設

国
鰯
剰
余
価
値

Ｏ

Ｏ

Ｏ

国
際
価
値
総
額

ｇ
．
２

ｇ
２

ｇ
２

　
国
際
的
価
値
一
単
位
当
り

ｇ
２

ｇ
２

ｇ
２

　
国
民
的
価
値
一
単
位
当
り

ｇ
２

ｇ
２

ｇ
２

商
　
　
品
　
　
数

１

１

１

労
働
生
産
力

１

１

１

国
門
　
部
Ａ
ａ

国
門
　
部
Ｂ
ｂ

国
門
　
部
Ｃ
ｃ

２例設
特
別
剰
余
価
値
国
際
的

ｇ
％
十

Ｏ

国
際
価
値
総
額

ｇ
％
４

ｇ
３

ｇ
％
１

　
国
際
的
価
値
一
単
位
当
り

ｇ
％
１

ｇ
％
１

ｇ
％
１

　
国
民
的
価
値
一
単
位
当
り

ｇ
％
１

ｇ
％
１

ｇ
２

商
　
品
　
数

３

２

１

労
働
生
産
力

３

２

１

ｉ
国
門
　
部
Ａ
ａ

国
門
部
Ｂ
ｂ

国
門
部
Ｃ
ｃ

平
均
強
度
も
相
等
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、

世
界
的
労
働
も
各
国
の
平
均
労
働
と
等
し

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
世

界
的
必
要
労
働
時
問
も
等
し
い
。
そ
の
国

際
的
価
値
を
金
二
ｇ
に
す
る
。

　
設
例
１
で
は
、
各
国
各
部
門
と
も
労
働

強
度
、
労
働
生
産
力
そ
の
他
が
相
等
し
い

こ
と
か
ら
、
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
は
生

じ
た
い
こ
と
に
た
る
。



　
設
例
２
は
、
労
働
生
産
カ
に
の
み
変
動
が
あ
り
、
他
の
事
情
は
等
し
い
と
す
る
。
そ
の
際
Ａ
国
ａ
部
門
で
は
労
働
生
産
力
は
三
倍
、

Ｂ
国
ｂ
部
門
で
は
二
倍
、
Ｃ
国
ｃ
部
門
で
は
変
動
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
商
品
数
は
、
Ａ
国
ａ
部
門
で
は
一
労
働
単
位
当
り
三
、

Ｂ
国
ｂ
部
門
で
は
二
、
Ｃ
国
ｃ
部
門
で
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
一
単
位
当
り
の
国
民
的
価
値
は
、
労
働
生
産
力
の
増
大
は
新
価
値

量
に
影
響
を
及
ぽ
さ
た
い
の
で
、
生
産
手
段
の
価
値
が
そ
の
ま
ま
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
Ａ
風
ａ
部
門
は
％
９
に
、
Ｂ
国
ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

部
門
は
眺
９
に
、
そ
し
て
Ｃ
国
ｃ
部
門
は
２
９
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
単
位
当
り
国
際
的
価
値
は
、
生
産
部
門
へ
の
新

た
な
生
産
方
法
の
導
入
と
そ
の
普
及
に
ょ
っ
て
そ
の
商
品
種
類
の
国
際
的
価
値
は
低
下
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
国
の
国
民
的
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

総
量
を
商
品
数
で
除
し
た
も
の
に
等
し
い
の
で
こ
こ
で
は
眺
９
と
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
国
ａ
部
門
は
％
９
の
国
際
的
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剰
余
価
値
を
取
得
し
、
Ｃ
国
ｃ
部
門
は
％

３例設
特
捌
乗
余
価
値
国
際
的

Ｏ

Ｏ

Ｏ

国
際
価
値
総
額

ｇ
２

ｇ
２

ｇ
２

　
国
際
的
価
値
一
単
位
当
り

ｇ
２

ｇ
２

ｇ
２

　
国
民
的
価
値
一
単
位
当
り

ｇ
２

ｇ
２

ｇ
２

商
　
　
品
　
　
数

ユ

１

１

労
働
強
度

１

１

ユ

国
門
　
部
Ａ
ａ

国
門
部
Ｂ
ｂ

国
門
　
部
Ｃ
ｃ

４例設

国
際
価
直
論
の
諾
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）

　
特
別
剰
余
価
値
国
際
的

Ｏ

Ｏ

Ｏ

国
際
価
値
総
額

ｇ
６

ｇ
４

ｇ
２

　
国
際
的
価
値
一
単
位
当
り

ｇ
２

ｇ
２

ｇ
２

　
国
民
的
価
値
一
単
位
当
り

ｇ
２

ｇ
２

ｇ
２

商
　
　
品
　
　
数

３

２

１

労
働
強
度

３

２

１

国
門
　
部
Ａ
ａ

国
門
　
部
Ｂ
ｂ

国
門
　
部
Ｃ
ｃ

ｇ
の
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
を
負
担
す
る
、

そ
し
て
Ｂ
国
ｂ
都
門
は
国
際
的
特
別
剰
余

価
直
の
取
得
も
負
担
し
な
い
こ
と
に
な
ろ

（
７
～う

　
次
に
労
働
の
強
度
が
変
動
す
る
場
合
を

み
て
み
よ
う
。
設
例
１
・
２
と
同
様
の
前

提
の
下
で
、
た
だ
労
働
生
産
力
が
各
国
と

も
不
変
で
労
働
の
強
度
の
変
動
の
み
を
み

る
。

　
　
　
八
一
（
九
九
九
）
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二
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一
〇
〇
〇
）

　
設
例
３
は
、
各
国
と
も
平
均
労
働
強
度
が
等
し
い
場
合
で
、
こ
こ
で
は
商
品
数
、
国
民
的
価
値
、
国
際
的
価
値
も
各
国
と
も
相
等

し
い
。
し
た
が
っ
て
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
は
成
立
し
な
い
。

　
次
に
Ａ
国
に
お
い
て
労
働
強
度
が
三
倍
に
、
Ｂ
国
に
お
い
て
は
二
倍
に
、
そ
し
て
Ｃ
国
に
お
い
て
は
不
変
で
あ
る
場
合
を
考
え
て

み
よ
う
。
た
だ
し
労
働
の
強
度
の
変
動
は
国
民
的
平
均
強
度
、
個
別
的
強
度
の
ど
ち
ら
を
想
定
し
て
も
よ
い
。
労
働
の
強
度
が
増
大

し
た
Ａ
国
ａ
部
門
、
Ｂ
国
ｂ
部
門
と
も
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
労
働
時
間
で
、
労
働
の
強
度
の
増
大
し
た
分
だ
げ
商
品
の
数
は
増
え
る
。

労
働
の
強
度
の
増
大
は
、
労
働
の
支
出
度
の
増
大
で
あ
る
か
ら
当
然
そ
の
価
値
量
も
増
大
す
る
。
そ
れ
は
国
民
的
価
値
に
お
い
て
も

国
際
的
価
値
に
お
い
て
で
も
あ
る
。
か
く
し
て
Ａ
国
ａ
部
門
は
労
働
の
強
度
を
三
倍
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
的
価
値
は
三
倍

す
な
わ
ち
６
９
に
、
国
際
価
値
総
額
も
同
様
に
三
倍
と
な
る
。
Ｂ
国
ｂ
部
門
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
二
倍
に
た
る
。
そ
Ｌ
て
Ｃ
国
ｃ

部
門
に
お
い
て
は
国
民
的
価
値
も
因
際
的
価
値
も
従
来
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
の
設
例
は
、
各
国
各
部
門

と
も
一
労
働
目
を
表
わ
し
た
も
の
だ
と
す
れ
ぱ
、
労
働
の
強
度
の
変
動
は
、
国
際
的
価
値
に
変
動
を
及
ぽ
さ
な
い
と
し
て
も
、
Ａ
国

の
一
単
位
は
％
労
働
目
、
Ｂ
国
一
単
位
は
％
労
働
日
に
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ａ
国
と
Ｃ
国
と
の
国
際
的
商
品
交
換
の
実
体

は
、
％
労
働
日
と
一
労
働
日
の
交
換
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
労
働
生
産
力
の
変
動
と
異
な
っ
て
、

投
下
労
働
量
は
等
し
く
国
民
的
価
値
と
国
際
的
価
値
と
の
背
離
も
な
い
こ
と
か
ら
、
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
も
成
立
せ
し
め
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
労
働
の
生
産
力
と
労
働
の
強
度
の
変
動
を
四
例
に
わ
た
っ
て
み
て
き
た
が
、
以
上
の
点
を
ま
と
め
れ
ほ
次
の
よ
う
に
た
ろ
う
。

　
第
一
に
、
国
際
的
商
品
を
生
産
し
て
い
る
あ
る
国
の
あ
る
生
産
部
門
（
個
別
資
本
）
に
お
い
て
新
た
な
生
産
方
法
の
導
入
に
よ
り
生

産
力
水
準
が
上
昇
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
比
例
し
て
そ
の
商
品
種
類
の
国
民
的
価
直
お
よ
び
国
際
的
価
値
は
低
下
し
て
い
く
。



　
第
二
に
、
、
国
際
的
商
品
を
生
産
し
て
い
る
あ
る
国
の
個
別
資
本
が
、
新
た
た
生
産
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
国
際

的
価
値
と
そ
の
商
品
の
個
別
的
価
値
と
の
差
額
だ
げ
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
を
取
得
す
る
。

　
第
三
に
、
旧
来
の
生
産
方
法
に
よ
る
因
際
的
商
品
を
生
産
す
る
別
の
国
の
個
別
資
本
は
、
そ
の
商
品
の
個
別
的
価
値
と
新
た
な
国

際
的
価
値
と
の
差
額
だ
げ
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
第
四
に
、
新
た
な
生
産
方
法
を
採
用
し
た
国
は
、
旧
来
の
生
産
方
法
の
国
か
ら
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
を
取
得
す
る
。
し
た
が
っ

て
前
者
は
剰
余
価
値
量
が
増
大
し
資
本
蓄
積
を
促
進
さ
せ
、
逆
に
後
者
は
剰
余
価
値
量
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
第
五
に
１
、
労
働
の
生
産
力
の
発
展
を
各
国
と
も
一
定
と
し
、
労
働
の
強
度
の
変
動
だ
げ
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
労
働
の
強
度
の
増

大
し
た
国
で
は
国
民
的
価
値
お
よ
び
国
際
的
価
値
も
増
大
す
る
。
し
か
し
労
働
の
強
度
の
変
動
が
た
い
国
で
は
国
民
的
価
値
も
国
際

的
価
値
も
不
変
で
あ
る
。
そ
し
て
労
働
の
強
度
の
変
動
は
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
を
成
立
せ
し
め
な
い
。

　
第
六
に
、
労
働
の
強
度
の
変
動
に
伴
な
う
国
際
的
商
品
交
換
に
お
い
て
は
、
不
等
労
働
量
の
交
換
も
行
な
わ
れ
う
る
。
こ
の
場
合

不
等
労
働
量
で
あ
っ
て
も
国
際
的
搾
取
で
は
な
い
。

　
第
七
に
１
、
国
際
問
に
お
い
て
は
、
国
民
経
済
内
部
に
お
げ
る
特
別
剰
余
価
値
の
成
立
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
と
異
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
資

本
と
労
働
の
移
動
が
困
難
た
た
め
に
、
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
の
成
立
が
固
定
化
さ
れ
る
か
、
も
Ｌ
く
は
拡
大
さ
れ
る
煩
向
を
も
っ
。

　
国
際
問
に
お
げ
る
労
働
生
産
力
の
発
展
は
、
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
労
働
生
産
力
の
発
展

の
差
異
に
よ
る
国
際
的
商
品
交
換
が
、
国
際
的
搾
取
の
実
体
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
富
国
に
ょ
る
貧
国
の
搾
取
の
間
題
で
あ
る
。
右

の
設
例
で
は
、
労
働
の
生
産
カ
と
労
働
の
強
度
の
み
の
変
動
を
仮
定
し
、
他
の
事
情
は
等
し
い
と
し
た
が
現
実
の
国
際
問
で
は
さ
ら

に
複
雑
化
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
生
産
手
段
の
価
値
は
各
国
と
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
Ｌ
、
労
賃
も
異
な
っ
て
い
る
。
ま

　
　
　
国
際
価
慎
論
の
諾
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
一
〇
〇
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
一
〇
〇
二
）

た
貨
幣
の
相
対
的
価
値
も
国
々
に
よ
っ
て
異
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
取
り
入
れ
な
げ
れ
ば
、
現
実
的
な
国
際
的
搾
取
の
実

体
を
明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
の
課
題
は
国
際
的
搾
取
の
意
味
を
明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
現

実
的
な
国
際
的
搾
取
の
実
体
は
、
資
本
主
義
発
展
の
歴
史
的
事
実
を
ふ
ま
え
て
解
明
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
穴
・
く
彗
わ
弓
訂
◎
ユ
９
一
事
ｏ
寿
¢
一
団
３
塞
一
・
。
弓
巴
・
ｏ
ｏ
・
Ｈ
◎
Ｈ
・
邦
訳
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
『
全
集
』
第
二
六
巻
皿
、
二
二
二

　
　
　
　
～
三
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
中
川
信
講
「
国
際
間
に
お
げ
る
搾
取
に
つ
い
て
」
　
『
経
済
学
雑
誌
』
第
六
五
巻
第
二
号
、
を
参
照
。

　
　
（
３
）
　
木
下
悦
二
『
資
本
主
義
と
外
国
貿
易
』
有
斐
閣
、
一
九
六
三
年
、
一
九
五
～
二
一
〇
ぺ
－
ジ
、
を
参
照
。

　
　
（
４
）
　
内
・
く
彗
戸
一
Ｕ
易
内
四
官
訂
－
一
オ
胃
斤
９
吋
３
轟
一
ｃ
ｏ
・
ｏ
。
・
◎
９
邦
訳
『
全
集
』
第
二
三
巻
ａ
、
四
一
六
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
５
）
　
特
別
剰
余
価
値
成
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

　
　
　
　
　
富
塚
良
三
「
『
特
別
剰
余
価
値
』
に
関
す
る
覚
え
書
」
『
増
補
恐
慌
論
研
究
』
未
来
杜
、
一
九
七
五
年
所
収
。

　
　
（
６
）
　
こ
こ
で
は
、
国
際
市
場
価
値
は
国
際
的
価
値
と
等
し
い
も
の
と
し
て
前
提
し
て
い
る
。

　
　
（
７
）
　
設
例
１
～
４
ま
で
は
各
国
各
部
門
と
も
一
個
別
資
本
だ
げ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
こ
う
し

　
　
　
　
た
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
各
部
門
と
も
い
く
っ
か
の
個
別
資
本
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
例
え
ぱ
Ａ
国
の
部
門
に
～
、

　
　
　
　
～
、
両
、
～
…
…
屯
と
存
在
す
る
こ
と
を
仮
定
し
、
～
で
は
労
働
生
産
力
が
五
倍
に
、
的
で
は
四
倍
に
、
為
で
は
三
倍
に
、
勾
で
は
二
倍

　
　
　
　
に
等
々
と
発
展
し
全
体
で
は
三
倍
に
な
っ
た
と
す
る
。
と
す
れ
ぱ
そ
れ
に
比
例
し
て
国
民
的
価
値
も
小
さ
く
な
る
。
そ
し
て
～
、
～
は
国

　
　
　
　
民
経
済
内
部
で
は
当
然
特
別
剰
余
価
値
を
取
得
す
る
。
し
か
し
恥
、
～
は
何
ら
の
特
別
剰
余
価
値
も
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
為
だ

　
　
　
　
げ
が
輸
出
資
本
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
労
働
生
産
力
の
改
善
が
国
内
で
は
何
ら
の
特
別
剰
余
価
値
も
生
じ
な
か
っ
た
も
の
が
、
国
際
問
で
は
、

　
　
　
　
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
を
生
普
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
勾
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
～
は
為
以
上
の
国
際
的
特
別
剰
余

　
　
　
　
価
値
を
生
じ
な
い
。
そ
し
て
仮
に
～
、
的
が
輸
出
資
本
に
な
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
し
か
し
現
実
の
国
際
的
商
品
交
換
に
お
い
て
は
、
遅
れ
た
国
の
資
本
は
、
労
賃
を
切
り
下
げ
た
り
、
労
働
目
を
延
長
し
た
り
、
あ
る
い

　
　
　
　
は
不
変
資
本
の
諾
要
素
を
低
廉
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
競
争
を
行
な
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
の
改
善
を
行
な
っ
た
国
の
資
本
も
、

　
　
　
　
商
品
を
国
際
価
値
以
下
で
販
売
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
国
際
的
特
別
剰
余
価
直
を
取
得
し
え
な
い



事
態
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
た
競
争
を
ふ
ま
え
た
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
の
成
立
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム

は
改
め
て
詳
細
に
検
討
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

六
　
お

わ
　
り
　
に

　
最
初
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
国
際
価
値
論
は
国
際
経
済
論
あ
る
い
は
外
国
貿
易
論
の
基
礎
理
論
で
あ
り
、
後
半
体
系
の
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
そ
し
て
国
際
価
値
論
は
国
際
的
商
品
交
換
が
行
な
わ
れ
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
明
き
ら
か
に
１
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て

そ
れ
は
、
国
際
問
に
お
け
る
諸
資
本
問
の
現
実
的
な
形
態
、
た
と
え
ば
、
労
働
目
の
延
長
、
労
働
の
強
度
の
増
大
、
労
賃
の
価
値
以

下
へ
の
切
り
下
げ
、
そ
し
て
労
働
生
産
力
の
増
大
な
ど
の
具
体
的
た
資
本
主
義
の
運
動
を
解
明
す
る
こ
と
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
国
際
価
値
論
の
基
礎
的
視
点
の
み
の
考
察
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
国
際
問
の
競
争
の
問
題
ま
で
明
き
ら
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
「
労
賃
の
国
民
的
相
違
」
に
お
げ
る
叙
述
の
中
で
示
さ
れ
た
、
諸
国
間
に
お
げ

る
貨
幣
の
相
対
的
価
値
の
問
題
、
あ
る
い
は
国
際
価
値
と
国
際
市
場
価
値
・
価
格
の
問
題
た
ど
多
く
の
点
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
は
改
め
て
別
稿
で
論
じ
た
い
と
思
う
。

国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
つ
い
て
（
岩
田
）

八
五
（
一
〇
〇
三
）




